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１ ベートーヴェンとボン  

   

 

ボン中央駅正面 

   

 

 

 

 

 

 

 

前 9:49デュッセルドルフ駅からやや遅れた 

 

 

 

に控えたボンに到着した。  

  



 ボンは、1949年から 1990年まで西ドイツの首都としての役割を果たしてきた国際都市

であり、ルートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン（Ludwig van Beethoven/1770- 

1827)が誕生しウィーンに拠点を移すまで暮ら

していた街である。  

   

 ボン中央駅に降り立ち、ベートーヴェンハウ

ス（Beethoven Haus）を目指して進んだ。 

ベートーヴェンハウスには、ボン中央駅から旧

市街を通りながら歩いて１５分ほどで到着する

はずである。  

 途中ミュンスター広場では、フランツ・リス

トの尽力で 1845年に建てられたベートーヴェ

ンの銅像が迎えてくれた。  

 左手に五線紙右手にペンを持ったその姿は威

風堂々としていた。   

 生誕 250年を前にした準備やらもあるのだろ

う、人気観光スポットらしく写真撮影をする人

が多数いた。  

ベートーヴェン像と郵便局 

   

ベートーヴェン像の後ろに見える黄色い建物

は銅像の除幕式が行われた旧フェルステンベ

ルク伯爵邸で、現在は中央郵便局として使わ

れている。  

 シェーンブルン宮殿の優しいテレジアン・

イエローよりハプスブルク・イエローのよう

で、やや濃い色の黄色が美しかった。  

  



 

２ 旧市街（噴水が多かった。）  

 アルトシュタット（Altstadt）旧市街は観光名所が集まる。Alt（アルト）とはドイツ

語で「旧い」、stadt（シュタット）とは「市街」と言う意味だ。  

 ボンの旧市街はミュンスターを中心とするミュンスター広場と市庁舎前のマルクト広場

の至近距離にある２つの広場を中心として広がっている。  

 ボンは、決して大きな都市ではなく、特に大きな繁華街があるような都市でもないが、

多くの歴史が残されていた。  

  

 

 

   



３ 城壁の残る旧市街  

 ミュンスター広場から市庁舎に向かう途中には城壁の一部が見える。  

 旧市街地をがっちり守っていた城壁もその役目を終えて、すっかり町の景色に溶け込

み、今は、ひっそりと、しかし存在感を持ってボンの観光に一役買っている。  

 

城壁が残る旧市街地  



 

４ 賑わいある町づくりの真ん中はベートーヴェン  

 

 
  



 

５ 歴史ある市庁舎  

 ミュンスター広場（通称ベートーヴェン広場）から数百メートルのところにマルクト広

場がある。  

 ボン駅東側にその優雅な外観から一際目を引く建物が見えた。  

 

 173７年に建てられたロココ様式の装飾が付されたボン市庁舎だった。  

 ボンが西ドイツの首都だった時代には、迎賓館として使用されていたという市庁舎 

Altes Rathausは、旧庁舎と日本語に訳されているが altという意味は「昔の」ではなく

「旧い方の」という意味で、今もその機能は現役で

ある。  

 市長は、新しい市庁舎ではなくここにオフィスを

構えているという。  

 昭和天皇のヨーロッパご訪問のときは、マルクト

広場に面した階段の上に立って手を振られたほか、

アメリカのケネディ大統領、旧ソ連のゴルバチョフ

書記長、フランスのシャルル・ド・ゴール大統領な

ど偉大な政治家がここを訪れ、この庁舎前で演説を

行ったという。そんなストーリーからも、かつてド

イツの中心としてこの町がいかに重要だったのかを

改めて認識させられる。  

  



 

６ ボンの台所マルクト広場  
 ドイツの街では、中心部の広場には午前中に野菜や果物などの市が立つことが多い。  

 金曜日ということもあってか、このマルクト広場には市が立っていた。  

  

ドイツと言えばソーセージとビール。  

 ボンでは、ブラウハウスボ

ンシュ（ブラウハウス醸造

所）の「ボンシュ」ビールだ

という。   

 ドイツは肉料理が多いが、

ボンの台所らしく肉屋さんも

冷蔵車で出店していた。  

 果物の彩が鮮やかで美しか

った。バナナ、イチゴ、リン

ゴ（ちょっと小ぶり）などが

所狭しと並んでいる。吊り下

げられた秤での量り売りが懐

かしかった。ドイツのクリス

マスツリーは生木だと聞い 

た。まもなく迎えるクリスマスシーズンにはまた違った趣き見せてくれるに違いない。  



７ ベートーヴェンの生家  

 旧市街を抜けて行くと赤っぽい建物のベートーヴェンの生家である。  

 そこには、ベートーヴェン生誕からしばらくの間一家が暮らした生家が残る。  

 しかし、ここが生家だと気づくのには時間がかかった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 何の変哲も無い普通の通りにあって町の風景にすっ

かり溶け込んでいたからだ。入り口横にある目立たな

い小さな表札以外は、ここがベートーヴェンの生家だ

とは誰も気付かない風景だった。近寄っては確かめる 

仕草を見せる幾人かの観光客らしき人がいた。  

   

 ○売店  

  ベートーヴェンハウスの出口にあたる売店は開いていた。いくつかの土産を手に入れ

た。  

 



８ ベートーヴェン・ハウス Beethoven-haus  

 ベートーヴェンハウスは修理中で閉館していた。  

 ここは、世界的に最も重要なベートーヴェンのコレクションを誇ると言われている。  

 直筆の楽譜、手紙、肖像画、楽器、補聴器など、彼のオリジナル所持品を多く展示

し、３階には、ベートーヴェンと関わ

りの深かった家族や友人の絵、ベート

ーヴェンが書いた楽譜や手あかの染み

込んだピアノ、愛用のチェロ、人前で

初めて弾いたオルガン、５０代のとき

の肖像画と恋愛遍歴華やかで、恋仲だ

った女性たちの肖像画も展示されたい

るので絵筆を通して作者の息遣いを感

じながらベートーヴェンを矯めつ眇め

つ（ためつすがめつ）の機会を得たか

った。  

 絵姿にある真っ赤なスカーフは、ナ

ポレオンに共感していたベートーヴェ

ベンが革命派だったことがうかがえる

が、ベートーヴェンは、ナポレオンが

皇帝に即位すると激しく怒り、ナポレ

オンをたたえて作曲された交響曲第３ 

番「英雄」の表紙を破り捨てたと言われている。  

 ベートーヴェンの肖像画のある部屋の壁には、４０代の

頃に作成されたライフマスク、亡くなる少し前の 

マスク、そして亡くなった直後のデスマスクも展示され、ベートーヴェンが生まれた部屋

の前に、出生証明書が展示されているというが生まれ日にちは不記載だという。  

 ここベートーヴェンハウスは、偉大な音楽家の輝きと苦悩に満ちた一生を振り返ること

ができる唯一無二の出発点である。  

  

ミサ・ソレムニスの原稿を手にし 
た肖像画。ヨーゼフ・カール・シュ 
ティーラー画  



   

９ ベートーヴェンの誕生日  

   

 ベートーヴェンは、何日に生まれたか定かではな

い。近くのレミギウス教会に 1770 年 12月 17日に洗

礼を受けた記録が残っており、当時の習慣からおそ

らくは前日または当日に生まれたのであろうといわ

れている。  

 ベートーヴェンは、ウィーンに移り住む 21歳まで

を過ごしたボン時代の数年をここで過ごした。現存

する家はここだけで生家を当時の姿そのままで残

し、博物館としているのは、ベートーヴェンファン

にはたまらなく嬉しいことである。  

  

  

 
  

  
  
 

る。 



 

１０ 2020 年はベートーヴェン生誕 250年  
   

 今、ボンで話題の中心になっているテーマは、2020年に迎えるベートーヴェン生誕 

250周年であろう。  

 ベートーヴェンの故郷ボンで、ベートーヴェンハウス財団の傘下に立ち上げられた 

『BTHVN2020」準備委員会、いわゆるプロジェクトチームが中心となっている。  

 プロジェクト名の『BTHVN」は、生誕 250周年の特別な思いが込められ、ベートーヴェ

ンがサインをする際に母音を省いて短縮して Bthvnと記したことに由来するという。    

  

 

   

 ３大 B【バッハ（Bach1685 年 3月 31日‒1750年 7月 28日 65歳）、ベートーヴェン 

（Beethoven1770年 12月 16日頃ー18273月 26日 56歳）、ブラームス 

（Brahms)1830年５月７日ー1897年 4月３日 63歳）】と呼ばれる音楽家は、ドイツが輩出

した偉大な作曲家たちだが、中でもボン生まれのベートーヴェンは、2020年に生誕  

２５０周年を迎えるとあって、今、世界で最も注目を浴びている音楽家であろう。  

 毎年秋にはベートーヴェン音楽祭が開催され好評を博しているが、2020年は特別なので

ある。  

 クラシック音楽ファンでなくとも、「エリーゼのために」や「運命」などの名作を耳に

したことがあるに違いない。  

「楽聖」、「音楽の詩人」などと称えられる作曲家がこの街で生まれてから 2020年で 250 

年を迎えるのだ。  

 ベートーヴェン生誕の地ボンでは、フランク・ヴァルター・シュタインマイヤー連邦大

統領主催の下、この特別記念イベントが催される。期間は、2019年 12月 16日（生誕）か

ら 2020年 12月 17日までの１年間だ。その間、特別コンサートや記念行事など盛りだく

さんのイベントの開催が予定されている。  

 ドイツ西部、ライン河沿いに位置するボンは、第二次世界大戦後から 1999年までドイ

ツ連邦共和国（西ドイツ）の首都として脚光を浴びた。   

 東西統一後のボンは、連邦政府機関の多くが首都ベルリンへ移転したため、かつてのよ

うに世間の耳目を集めることは少なくなったとはいえ、ベートーヴェンの生家とベートー

ヴェン音楽祭を目指してボンを訪れる人は絶えないのだ。  



   

１１  売店の天井と床から覗いてみえた音楽家 

        ルートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェン  
   

 ボンが誇る偉大な息子ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェンは、  

 祖父ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（ベートーヴェンと同じ名前）が宮廷楽

長、父（ヨハン）が宮廷歌手という家系で育った。  

 1773年 3歳で祖父が他界すると、いきなり生活が困窮したため、父ヨハンは、ベー 

トーヴェンを当時世間を賑わせていた天才音楽家モーツァルトのようにすべく、厳しくピ

アノ演奏を教え込んだ。  

 ベートーヴェンは、めきめきとその頭角を現し、なんと 7歳で、ケルンで初の演奏会を

開いた。11歳の時に宮廷劇場オーケストラの一員となり、12歳のときには初めて自作を

発表し、さらに 13歳でオルガン弾きとなった。音楽家として輝かしいスタートを果たし

た。  

 1786年ベートーヴェンが 16歳の時に、ウィーンを訪れ念願であったモーツァルトとの

対面を果たしている。この時、モーツァルトは 30歳であった。  

 ベートーヴェンは、モーツァルトへの弟子入りを希望していたが、同年、母マリアの突

然の訃報によってボンへトンボ帰りしなければならなくなった。  

 この 4年後にモーツァルトも鬼籍に入ったため、ベートーヴェンは、モーツアルトの弟

子になる道は永遠に閉ざされることになってしまった。  

 ベートーヴェンは、1792 年 22歳の時にフランツ・ヨーゼフ・ハイドンに師事し、音楽

の都ウィーンで新しい音楽家の人生を歩み始めることになった。  

 ハイドンに才能を認められたベートーヴェンはピアノの即興演奏の名手として評判にな

った。演奏家としてその評価は不動のものとなっていった。  

 しかし、28歳の頃に自分の耳が聞こえづらくなっていることに気付き始めた。  

 この症状は音楽を作り出す彼にとって致命的なことで 30歳になる頃にはほとんど耳は

聞こえなくなっていたようである。  

 ヴェゲラーに宛てた 1801 年 6月 29日の手紙に「耳の聴こえが 3年来悪くなってきてい

る。原因は腸からきていると言う。腸は前から弱かったが、最近は常習的な下痢に悩まさ

れている」と書いている。  

 長いあいだ難聴に苦しみ 48歳で完全に聴力を失い、1827年 57歳の時にオーストリア・

ウィーンで終焉を迎えることとなったのだが、この病が偉大な音楽家を生むきっかけにな

っているとは皮肉なことだ。  

 ベートーヴェンは、ハイドン以前にも宮廷オルガニストを務めていたクリスティアン・

ゴットロープ・ネーフェ（1781年ピアノ、作曲理論、和声学を師事）にも師事していた

が、本格的な作曲技術を学ぶことになったのはハイドンに師事してからであった。ハイド

ンのもとでの勉強は 1792 年から 1804年まで続いた。  



 1804年 34歳のときに交響曲第３番「英雄」を発表したのを皮切りに、その後 10年間に

わたって中期を代表する作品が書かれ 30代のベートーヴェンにとっての「傑作の森」 

（ロマン・ロラン）と呼ばれる黄金期に入ることになる。交響曲第５番ハ短調「運命」、

交響曲第６番「田園」、交響曲第７番イ長調作品 92 やピアノソナタ、オペラなどがこの時

期に発表され次々に楽曲を量産しベートーヴェンが生涯に書いた楽曲の半数を占める量と

完成度を持っていると言われている。  

 余談だが、ベートーヴェンが自分で９曲の交響曲に題をつけたのは、３曲しかない。第

３番の「英雄」と第 6番の「田園」と、もう一つは第 9番で 1826年 8月 28日に、マイン

ツのショット社から出版された総譜の表紙には、「シラーの頌歌「歓喜に寄す」を終末合

唱とし、大オーケストラ、４人の独唱者と四声の合唱のために作曲され、プロイセン国王

フリードリッヒ・ヴェルヘルム三世陛下に、ルートヴィッヒ・ヴァン・ベートーヴェンに

よってもっとも深い畏敬のうちに献呈された交響曲。作品 125」と書いてあった。  

 交響曲第 5番を「運命｣と呼んでいるのは、わが国だけである。世界は「ハ短調の交響

曲」としか呼んでいないのである。        

１２ ベートーヴェンと巨匠たちとの出会い  
    

 1812年夏、文豪ゲーテとベートーヴェン（42歳）はボヘミアで出会っていた。  

 交響曲第８番は、ボヘミアの温泉地テプリッツで着想されリンツで完成された。テプリ

ッツでは尊敬するゲーテと会った。二人が連れ立って散歩しているとオーストリア皇 

后・大公の一行と遭遇した。ゲーテが脱帽して最敬礼を持って一行を見送ったのに対し、

ベートーヴェンは昂然（こうぜん）として頭を上げ行列を横切り、大公らの挨拶を受けた

という。ゲスのつっぱりだったようにも思えるが、ともあれ彼なりには貴族を上から目線

で見るほど自由人としての誇りで意気軒昂（いきけんこう）だった。そういう時期に誰か

らの依頼もなく書き上げられたのである。  

 ゲーテはベートーヴェンより 20歳年ほど年上である。ときにゲーテは、詩人、政治

家、自然科学者の道を生きていた。  

 ベートーヴェンがゲーテに対して抱いていた敬意は最後まで揺らいでいないが、ゲーテ

のベートーヴェンに対する立場は、かなり複雑であったようだ。  

 ゲーテは、ベートーヴェンのゲーテに対する手紙に返事を出さなかったという。これが 

２人の不仲説の根拠になっていたようであったが、どうもこれは誤りであったらしい。  

 ゲーテの心持はどうであったのかは定かではないが、２人ともが出会い心を通わせてい

た巨匠であったことは間違いない。  

 時は、ヨーロッパがナポレオンを中心に激しく動いていた時代である。ゲーテ 63歳、

ワイマル公国の枢密顧問官として社交に余念がなく、ベートーヴェン 41歳、“不滅の恋

人”（１８１２年 7月 7 日テブリッで書かれた手紙にベートーヴェン自身が文中でそう呼

んだ）との恋に心を高ぶらせていたときでもあった。ゲーテに出会う 12日前のことであ

った。  



 ボンに来ると、ベートーヴェンを通して偉大な音楽家、作家や政治家の輝きと苦悩に満

ちた一生が臨場感豊かに見えてくる。  

 世界を代表する芸術家や政治家がかつて同じ場所にいたのかと想像するだけでもぞくぞ

くする。 

 多くの作品を生み出し成功を収めた彼の作品は 340にも上がるが、自分で聞くことがで 

きなかったものの一つが 1824年 54歳で作曲した交響曲第 9番ニ短調作品 125だそうだ。  

 クラシック音楽は、ちょっと敷居が高いと身構えてしまう人もいるかもしれないが、ベ

ートーヴェン生誕 250周年記念イベントを契機として気軽に音楽を楽しんでみるのも粋な

ものであろう。  

 小さな町ながら音楽、政治、文学と様々な歴史が詰まったボン、ベートーヴェン生誕 

250周年を迎える 2020年にイベントも多数開催されるこの街からますます目が離せないの

である。  
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